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予算特別委員会を設置予算特別委員会を設置
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特 集

　瑞穂出張所ができて53
年。多くの町民の生命と
財産を守るために、24時
間、365日働いている消
防署の職員や隊員の皆さ
んに話を伺いました。

（取材日：3月28日）

～ 24時間 365日～ 24時間 365日人命救助・消火人命救助・消火 活動のエキスパート～活動のエキスパート～

金尾 中隊長

辻山 所長
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第51回 
瑞穂町産業まつり
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① １１９番通報がつながらなくても切らずにそのままにしてください。
電話を切ると順番待ちの最後尾となってしまいます。

②つながらないときは０４２－５５６－０１１９（瑞穂出張所）へ直接通
報してください。

③ 住宅用火災警報器には別の部屋で火災が発生しても親機と子機が連動
して警報してくれるものもあります。

④震災時は、消防隊がすべての現場に向かうことができません。救助し
てくれるのは身近にいるご家族やご近所の方です。大切な家族を守る
ためにも日頃から地域とのつながりを持ってください。

所長が教えてくれた、大切な人の命を守る豆知識

瑞穂町総合防災訓練

三連はしごを活用して上階にいる要救助者を地上へ救出する訓練

災害の通報を受報している
様子（瑞穂出張所）

　子供の頃から人の
役に立つ仕事をし
たいと思っていま
した。現在、レス
キュー隊員になるた
めに勉強しています。
命がけの仕事になるの
で知識だけではなく「強い
覚悟」が必要だと先輩を見て実感してい
ます。

　レスキュー隊にも所属
し、これまで水難救助隊
や山岳救助隊として危
険と隣り合わせの救助
活動も経験してきました。
この３月で現場での活動
は引退します。人命救助の
時、隊員は命がけです。若い
隊員には「早く助けたいと焦る気持ちを抑え、
冷静な救助を心掛けること」をメッセージと
して送りたいですね。

～ 24時間 365日～ 24時間 365日人命救助・消火人命救助・消火 活動のエキスパート～活動のエキスパート～

藤本 隊員（20歳） 原田 中隊長（63歳）
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議案審議 令和７年
３月定例会

Ｑ 　条例では委員に学識経験者４人以内、町職員３人以
内とあるがどういった人材を想定しているか。

Ａ　学識経験者は、大学、国や都の外部団体を含めた中
で、産業系２名、農業系２名。町職員は企画部長、協
働推進部長、都市整備部長を想定している。

Ｑ 　答申までの流れは。
Ａ　基本的には年４回の会議で答申を得たいと考えている。町内事業者へのヒアリング結果の共有とそ
こからの方向性を協議し、まちづくり計画案を策定し、検討委員会で了承といった流れを想定している。

Ｑ 　住民からの意見募集はいつ行うのか。
Ａ　検討委員会での答申を受けた後に、具体的な計画案を策定するので、その際に住民からの意見募集
を実施する予定になっている。

　多摩都市モノレール（仮称）No.6駅周辺のまちづくり
に関して、学識経験者も交えて必要な事項を協議するた
めに条例を制定するものです。

Ｑ 　行政連絡委員報酬が104万円減額になっているが
理由は。

Ａ　正の行政連絡委員1人、副の行政連絡委員6人が未
就任であり、年度途中の就任が見込めないため減額
した。

Ｑ 　行政連絡委員が未就任のところへの情報提供は。
Ａ　町では、新たな試みとして、デジタルを活用した
町内会への情報提供にも取り組んでいるが、引き続
き有効な方法について検討していく。

新駅周辺のまちづくり計画　いよいよ策定へ

行政連絡委員のなり手不足の影響

ppick ick uup1 p1 

ppick ick uup2p2

瑞穂町多摩都市モノレール新駅周辺まちづくり検討委員会条例

令和6年度瑞穂町一般会計補正予算（第12号）

議案第２号

議案第19号

みずほ伝言板

7　　広報みずほ　令和７年４月号

問合せ　交通政策モノレール推進課　 513―9379

多摩都市モノレールの
箱根ケ崎方面延伸が

都市計画決定
されました

　多摩都市モノレールの箱根ケ崎方面延伸（現在の末端である上北台駅から、武蔵村山市内を経由し、JR箱根ケ崎
駅付近に至る約7㎞に及ぶ延伸計画）について、3月6日に都市計画決定（※）されました。

　これまで、都に対し、町と町議会の連名による要望活動を重ねるとともに、平成31年には延伸を求める署名
11,346筆を都知事へ提出しました。その後、住民団体である「モノレールを呼ぼう　瑞穂の会」が発足し、機運醸
成に継続的に取り組むなど、町を挙げてモノレール延伸を後押ししてきました。
　今回の決定は、長年にわたる要望活動が届いた結果です。

　都は、延伸部分の開業時期について、2030年代半ばを目指すとしています。

　町は、モノレール延伸の恩恵を町全体、ひいては多摩地域全体にも波及させるため、モノレール延伸を見据えた
新たなまちづくりを引き続き推進しながら、町の魅力を高めていきます。

※都市計画決定とは
都市計画法に基づく手続。将来のまちづくりに必要な、用途地域や道路、都市高速鉄道、公園などの都市施設

などの都市計画を決定するもの。

都が公表している事業スケジュール
2022年

（令和4年）10月
都
市
計
画
素
案

の
説
明
会

都
市
計
画
案
の

説
明
会

都
市
計
画
決
定

工
事
着
手

開

業

都
市
計
画
事
業

認
可

今回

2〜3年

2030年代半ば2023年
（令和5年）10月

※全ての議案の詳細は
　HPでご覧になれます。

町内会連合会
では、メッセー

ジアプリ ＬＩＮ
Ｅの「オープン

チャット機能」
を利用した「電

子回覧板サー
ビス」を令和６

年１１

月１日から開始
しました！

町からのお知
らせは、リアル

タイムで配信さ
れるので、「忙

し

いから、なかな
か次に回せな

い。」、「隣の家
から回ってき

たけ

ど、もう期限が
過ぎてる！？

」なんてことが
なくなります！

登録はこちら

→

○○〇地区

見
本

瑞穂町町内会連合会事務局 瑞穂町協働推進部協働推進課地域協働係

• 事務局からお知らせする地区ごとの二次元コード（Ｑ
Ｒコード）を読み取ることで、デジタル回覧板を簡単に
利用できます！• 回覧板を回し忘れる心配が無いので、情報をリアルタ
イムで受け取ることが可能です！• デジタル回覧板を開くことで、データを見返すことが
できます！

• デジタル回覧板に参加する際、新たに名前とプロ
フィール画像を設定するので、ＬＩＮＥアカウントが知ら
ない人に知られてしまう心配がありません。

• デジタル回覧板の参加者同士では、「友達追加」機能
が制限されているので、知らない人と繋がる心配が
ありません。

広報みずほ4月号に掲載された写真

デジタル回覧板チラシ
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令和７年第１回瑞穂町議会定例会議案
全会一致で可決（承認）された議案等
議案第 1号 専決処分の承認について（令和６年度瑞穂町一般会計補正予算（第11号））
議案第 2号 瑞穂町多摩都市モノレール新駅周辺まちづくり検討委員会条例
議案第 3号 瑞穂町行政連絡非常勤特別職設置条例の一部を改正する条例

議案第 4号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号
の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

議案第 5号 瑞穂町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
議案第 6号 瑞穂町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
議案第 7号 瑞穂町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
議案第 8号 瑞穂町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
議案第 9号 瑞穂町非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
議案第 10号 瑞穂町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
議案第 11号 瑞穂町公共物管理条例の一部を改正する条例
議案第 12号 瑞穂町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第 13号 瑞穂町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例

議案第 14号 瑞穂町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例
議案第 15号 瑞穂町商工業振興推進協議会条例の一部を改正する条例
議案第 16号 瑞穂町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
議案第 17号 瑞穂町まちづくり振興基金条例を廃止する条例
議案第 18号 瑞穂町道路線の廃止及び認定について
議案第 19号 令和６年度瑞穂町一般会計補正予算（第12号）
議案第 20号 令和６年度瑞穂町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
議案第 21号 令和６年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
議案第 22号 令和６年度瑞穂町介護保険特別会計補正予算（第３号）
議案第 23号 令和６年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
議案第 24号 令和６年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計補正予算（第２号）
議案第 25号 令和６年度瑞穂町石畑財産区特別会計補正予算（第２号）
議案第 26号 令和６年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計補正予算（第２号）
議案第 27号 令和６年度瑞穂町長岡財産区特別会計補正予算（第２号）
議案第 28号 令和６年度瑞穂町下水道事業会計補正予算（第３号）
議案第 29号 令和７年度瑞穂町一般会計予算
議案第 30号 令和７年度瑞穂町国民健康保険特別会計予算
議案第 31号 令和７年度福生都市計画瑞穂町箱根ケ崎駅西土地区画整理事業特別会計予算
議案第 32号 令和７年度瑞穂町介護保険特別会計予算
議案第 33号 令和７年度瑞穂町後期高齢者医療特別会計予算
議案第 34号 令和７年度瑞穂町殿ケ谷財産区特別会計予算
議案第 35号 令和７年度瑞穂町石畑財産区特別会計予算
議案第 36号 令和７年度瑞穂町箱根ケ崎財産区特別会計予算
議案第 37号 令和７年度瑞穂町長岡財産区特別会計予算
議案第 38号 令和７年度瑞穂町下水道事業会計予算
委員会提出
議案第 1号 瑞穂町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例
議案第 39号 令和７年度瑞穂町一般会計補正予算（第１号）

ppick ick uup1 p1 

ppick ick uup2p2
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Q 　多世代交流センター運営費の中の備品購入費
400万円の内容は。

A 　シンク、ガステーブルなど厨房部分の備品を
購入する。指定管理者から厨房を活用してシェ
アキッチン、料理教室、施設内の畑でできた野
菜を使ったワークショップなどに利用する提案
が出ている。

Q 　学童保育クラブ運営に、これまでのNPO以
外に株式会社にも委託した理由は。

A 　人材が非常に不足し、今後、6カ所の学童を運
営していくことに懸念があるといった声がNPO
の中からあったため、二小、三小学童の運営を
株式会社へ移行する予定。近隣市でも株式会社
への移行が進んでいる。なお、五小については
「MIZCUL（ミズカル）」の指定管理者が運営する。
Q 　男性HPVワクチン任意予防接種費用助成金

として173万円計上しているが内容は。
A 　事業開始日は令和７年４月１日を予定。接種
対象者は、小学６年生から高校１年生相当まで
の男子36名分を見込む。１回当たりの上限額
は1万6,036円。接種回数は、被接種者１人当
たり３回まで。

福祉・健康
Q 　不登校児童・生徒が増加傾向にあるが令和７

年度の不登校対策は。
A 　新たに中学校にも週１回程度専任相談員の派
遣を再開し、相談体制の充実を図る。二中に配
置した不登校対応のための都の加配教員が７年
度からは瑞穂中学校に対しても巡回指導する。
教育支援室「いぶき」には学習面だけでなく居場
所機能としても充実させていく。

Q 　小・中学校体育館の空調工事の時期と体育館
利用の対応は。

A 　二中を除く全
小・中学校に空
調工事を実施す
る。補助金の交
付決定の時期の
関係で工事は２
学期を中心に実
施する予定。学
校の行事や状況
に合わせて工事
を進めていく。

教　育

全会一致で可決 14名の議員が３日間にわたり
延べ289件の質疑
４日目に議員間討議

令和7年度一般会計・各特別会計・下水道事業会計令和7年度一般会計・各特別会計・下水道事業会計予算予算

予算特別委員会を設置して審査予算特別委員会を設置して審査
私たちの税金、一般会計約171億円
無駄なく効率的に生かされるか　

※令和7年度まちの予算は
　HPでご覧になれます。

賛成討論
古宮 郁夫 議員
一般会計予算は、171億

2,300万円で過去最大の
額であり「新たな価値の創

造」に結びつく多くの新規事業を含め、多岐に
わたる科目で積極的な予算編成がなされている。
　今後、「経常収支比率の悪化、財政の硬直化」
が危惧される。先を見据えた自主財源確保につ
ながる投資の観点を持ち、効果的・効率的な行
財政運営に努められるよう願う。

委員長：原 隆夫 議員
副委員長：古宮 郁夫 議員

瑞中の体育館

委員会本会議
3月11日～17日3月24日
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Q　令和６年度と比較して個人住民税が約9,000
万円、固定資産税が約２億円増となっているが
理由は。

A 　個人住民税は景気回復と所得の増を、固定資
産税については新築家屋を275棟と見込んでい
る。

Q 　雇用就農推進支援事業補助金に約１億9,000
万円計上されているが内容は。

A 　15,000㎡の農地（元狭山地区）で果樹栽培す
る農業法人の施設整備費で、地元の方の雇用も
期待される。なお、補助金は全額都が負担する。

Q 　公式キャラクターみずほまるのぬいぐるみ作
製委託料として386万円計上しているが内容は。

A 　みずほまるのぬいぐるみ（カ
プセルトイ）を３種類各3,000
個合わせて9,000個作成し、大
型ホームセンターや直売所な
どで１個500円で販売するこ
とを検討している。

産業・観光

Q 　駅自転車等駐車場および東西自由通路ＬＥＤ
化工事設計の委託料として335万円計上してい
るが高額ではないか。

A 　令和９年度中に蛍光ランプの生産中止が決定
しているため、８年度に器具の取り替え工事を
実施する予定。駅と接続している施設であり、
適切な工事を行うため専門業者による設計が不
可欠。

生活・環境

Q 　防犯カメラ更新等工事約5,000万円の更新内
容は。

A 　通学路には53台の防犯カメラが設置されて
いるが、旧機種38台を最新のものに更新する
とともに、河川氾濫用の監視カメラ１台を増設
する。さらに、これら54台全てのカメラに通
信回線機能を付加し、役場でリアルタイムで映
像が見られるようにする。

Q 　自動体外式除細動器（AED）一式の備品購入
費として約1,000万円計上しているが内容は。

A 　町内にある21店舗のコンビニエンスストア
に１台36万3,000円のＡＥＤと１台68,000円
の収納ボックスを21台設置する。

Q 　石畑防災広場の拡張整備工事の内容は。
A 　アスファルト舗装、外周のフェンス構築、倉
庫棟３棟、周辺緑地および街灯の整備、既存の
防災倉庫の拡張用地内への移設などを行う。

くらし・安全

Q 　モノレール（仮称）No. ６駅と南北のアクセス、
新青梅街道と青梅街道までの区間をつなぐ道路
整備費として委託料が計上されているが内容は。

A 　都市づくり公社に一
部業務を委託するため
予算化した。事業認可
に向けて、調査、設計
などを開始する。７年
度は交通量調査、将来
交通量推計、測量、設
計といった業務を予定
している。

Q 　箱根ケ崎駅の西側に
ある３か所の公園の工
事設計委託料として約
3,500万円計上してい
るが内容は。

A 　一番大きな稲荷ヶ丘公園にはトイレ、複合遊
具などを設置する予定。また、駅西公園は幼児
用ブランコなど、宿西公園には遊具の設置はせ
ずに花と木を植えることを想定している。

まちづくり

歳　入

予算質疑を
ピックアップ 私たちの税金、一般会計約171億円

無駄なく効率的に生かされるか　

令和５年度に販売
したみずほまるの
カプセルトイ

多摩都市モノレール延伸を
契機とした瑞穂町まちづく
り基本計画　将来道路図

計といった業務を予定

箱根ケ崎駅の西側に

討
議

事
項
事
項
事
項
事
項

討
議

事
項

討議対象となった施策
（P8、P9参照）
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１年間の町事業を左右する予算。
本委員会での質疑を踏まえた各委員
の注目事業を紹介します。

山﨑 栄  議長

川島 靖弘川島 靖弘 委員委員

髙橋 洋子髙橋 洋子 委員委員

奥泉 淳広奥泉 淳広 委員委員香取 幸子香取 幸子 委員委員

下野 義子下野 義子 委員 委員

大和 雅彦大和 雅彦 委員委員

委員はここに注目した！委員はここに注目した！
障がい児支援

放課後等デイサービスの利用
者が増えている。町内に新た
な事業所開設の動きがあるが、
適切なサービスが受けられる
か注視したい。

体育館にエアコン設置
小・中学校の体育館にお
ける空調設備設置工事に
対し、補助金や交付金を
獲得できたことは評価で
きる。

学童保育クラブ
土曜日および長期休業期
間中の朝延長保育の実施
を高く評価。新たな学童
委託業者を含め、三事業
者の運営に注視。

多世代交流センター
高齢者、児童・生徒、若者が、そ
れぞれの活動のみならず、互い
に交流できる町内初の多世代交
流施設「MIZCUL」の運営に期待。

駅西公有地の活用方法
今後の駅西公有地および
「OHAKOYA」の運営形態、
将来的な公有地の活用方法の
検討を注視していく。

都市基盤整備
過去最大の予算には議会提
案も反映されており高評価。
町の将来を描く各種都市基
盤整備事業は頼もしい内容。

道路 公共交通

結果→委員長の審査報告に討議内容を盛り込む

計画では狭あい（道幅
の狭い）道路の解消に
努めるとなっている
が対策が不十分では。

道路整備方針は令和５
年に策定されたが、具
体的な整備計画を作る
べきでは。

町道３号線（役場通り）の無電
柱化工事は順調に進展してい
て評価できる。

コミュニティバスについ
ては、元狭山地区では利
用率が高いが、他のルー
トも含め、全体的に利用
者のニーズを反映できる
ようにしてほしい。

デマンド交通（チョイソコ
みずほまち）については、
利用者が少なく、ＰＲ不足
ではないだろうか。高齢者
福祉課などとの連携でもう
少しＰＲできるのでは。
スタート時から利用条件が
厳しすぎたのでは。
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原 隆夫原 隆夫 委員委員

榎本 義輝榎本 義輝 委員委員井上 一也井上 一也 委員委員

小川 龍美小川 龍美 委員委員

下澤 章夫下澤 章夫 委員委員 森　亘森　亘 委員委員

大坪 国広大坪 国広 委員委員

古宮 郁夫古宮 郁夫 委員委員

令和7年度予算　全会一致で可決
まちづくり計画

立地適正化計画、住宅マス
タープラン、空き家対策、
多摩都市モノレール沿線町
づくりなどを、どう整合性
をもって進めるか注視。

不登校対策
不登校児童・生徒が増加す
る中、各支援員の対応と教
育支援室「いぶき」への学習
支援に期待。

おむつ持ち帰りなし
保育園などの使用済み紙
おむつの持ち帰りをなく
すため、保管用ごみ箱購
入への補助を計上し、また、
規則を改定し回収をサポ
ートしたことは高評価。

空家等対策の計画策定
令和５年度の実態調査を踏
まえた計画策定により、町
の長年の課題であった空家
対策が前進することを期待
する。

児童・生徒の学びの確保
不登校の要因の分析をす
るとともに児童・生徒一
人ひとりの学びの確保に
向けた対策を注視したい。

モノレール延伸
多摩都市モノレール延伸を
見据えた、新たなまちづく
りには住民の声が重要であ
り、必要不可欠であること
に注目。

防犯カメラの機能強化
合計54台の防犯カメラに
通信回線機能を付加、防
犯体制および災害時の情
報収集体制の強化に期待。

期待に応える予算か！
全委員で討議
予算特別委員会

議員間討議での主な意見
第5次長期総合計画の基本目標6

便利で快適に暮らせるまち

＊他に、駅西地区の公有地の有効活用について討議
　しました。

区画整理

結果→委員長の審査報告に討議内容を盛り込む

殿ヶ谷地区の早
期完了を望む。

栗原地区は準備会助成金
を毎年支出しているが、
どのように使われている
か「見える化」されていな
い。圧縮と効率化を検討
する余地があるのでは。

コンビニにAED設置
コンビニエンスストア
にＡＥＤを設置するこ
とは評価。使用訓練の
拡充も大切。
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自治体ＤＸの推進状況と
 今後の取り組みについて

効率的な変革につながるよう
 取り組む

原　隆夫　議員（公明党）

町長

質
問
　
国
は
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
で
自
治
体
の
組
織
や

業
務
を
改
革
す
る
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
に

向
け
、
国
と
都
道
府
県
が

連
携
し
て
人
材
を
確
保
し
、

市
町
村
と
共
有
す
る
制
度

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。
先
進
自
治
体
の
事
例

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

瑞
穂
町
に
と
っ
て
の
効
果

を
見
極
め
、
効
率
的
な
変

革
に
つ
な
が
る
よ
う
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

づ
く
り
に
乗
り
出
す
と
し

て
い
る
。
我
が
町
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を
中
心

に
D
X
推
進
方
針
お
よ
び

実
施
計
画
を
策
定
し
、
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
。
そ

こ
で
、
今
ま
で
の
成
果
と

推
進
状
況
、
先
進

自
治
体
か
ら
学
ぶ

事
例
や
デ
ジ
タ
ル

人
材
の
確
保
も
含

め
、
今
後
の
取
り

組
み
の
課
題
等
を

伺
う
。

町
長

窓
口
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
い
ち

早
く
取
り
組
み
、

令
和
５
年
11
月
に

「
書
か
な
い
窓

口
」
の
運
用
を
開

始
し
、
７
年
２
月

か
ら
は
、
さ
ら
に

手
続
を
拡
充
し
た
。

都
か
ら
の
専
門
人

材
の
派
遣
や
、
専

門
業
者
へ
の
委
託

に
よ
り
、
方
針
の

策
定
や
基
準
の
見

直
し
な
ど
に
対
応

し
て
い
る
。
今
後

は
「
自
治
体
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
」
へ

質
問
　
瑞
穂
町
の
農
地
は

横
田
基
地
の
総
面
積
７
１

３
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約

40
％
に
相
当
す
る
。
こ
の

広
さ
の
農
地
を
何
人
で
所

有
し
、
何
人
が
農
業
経
営

し
、
ど
れ
だ
け
の
農
地
が

利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
現
在
、
将
来
の
農
業
の

あ
り
方
を
考
え
る
地
域
座

談
会
が
開
催
さ
れ
、
「
地

域
計
画
」
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
過
程

で
農
地
を
め
ぐ
る
制
度
、

国
・
東
京
都
の
方
針
の
認

識
や
ま
ち
づ
く
り
と
土
地

利
用
等
で
、
町
と
関
係
者

に
食
い
違
い
が
な
く
、
互

い
の
理
解
を
得
た
将
来

計
画
と
な
る
か
、
所
見
を

伺
う
。

町
長

町
の
農
地
面
積
は

約
２
８
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

農
業
振
興
地
域
、
農
用
地

区
域
は
、
農
地
の
約
68
％
、

農
地
所
有
者
は
約
１
２
０

０
人
で
、
農
業
経
営
体
数

は
１
１
７
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
計
画
策
定
に
伴
う
意

向
調
査
で
は
、
約
４
割
の

人
が
農
地
の
貸
し
出
し
な

ど
を
希
望
し
、

７
割
は
後
継

者
が
い
な
い

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
食

料
安
全
保
障

の
た
め
に
は

農
地
の
確
保

は
必
須
で
あ

る
こ
と
か
ら
、

農
業
振
興
と

土
地
利
用
な

ど
、
ま
ち
づ

く
り
と
の
調

和
が
不
可
欠

で
あ
る
。
地

域
計
画
策
定

後
も
毎
年
開

催
す
る
座
談

会
を
機
会
に
、
農
業
者
、

農
地
所
有
者
、
町
、
都
と

認
識
を
共
有
し
、
理
解
を

深
め
な
が
ら
、
計
画
の
実

現
と
さ
ら
な
る
農
業
の
発

展
を
実
現
し
て
い
く
。

「
瑞
穂
町
の
農
地
」
の

先
行
き
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
と
の
調
和
が
不
可
欠

古
宮
　
郁
夫
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

一  般質問町政を問う

町
長

町のホームページで周知された「書かない窓口」のバナー
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質
問
　
近
年
、
桜
並
木
等

を
観
光
資
源
と
し
て
い
る

自
治
体
で
は
、
積
極
的
に

桜
を
守
る
取
り
組
み
を
始

め
て
い
る
。
桜
は
寿
命
が

60
年
か
ら
80
年
と
い
わ
れ
、

60
年
を
超
え
る
と
花
が
咲

か
な
く
な
っ
た
り
、
根
が

腐
り
空
洞
化
し
て
倒
木
の

危
険
性
も
増
す
。
町
内
に

は
狭
山
池
や
六
道
山
の
ほ

か
、
学
校
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
に
多
く
の
桜
が
植
え

ら
れ
、
町
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
咲
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
桜
の
状
態
を

把
握
し
、
計
画
的
な
保
存

の
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

町
長

人
の
集
う
場
所
や
、

施
設
に
お
け
る
桜
に
つ
い

て
は
、
夏
は
害
虫
対
策
、

冬
は
落
ち
葉
処
理
な
ど
が

あ
る
。
桜
の
寿
命
も
種
類

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、

各
施
設
の
環
境
に
合
っ
た

維
持
管
理
を
図
っ
て
い
る

が
、
数
の
多
さ
か
ら
、
全

て
を
管
理
下
に
置
く
の
は

難
し
い
。
一
方
で
、
桜
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
充
実
さ

せ
、
来
町
し
て
い
た
だ
く

観
光
事
業
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

町
で
は
桜
に
限
ら
ず
、
職

員
や
専
門
事
業
者
に
よ
り
、

樹
木
の
状
態
を
見
つ
つ
、

町
民
の
安
全
確
保
を
最
優

先
と
し
、
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
た
い
。

町
の
観
光
資
源
に
な
り
得
る
桜
の

木
の
計
画
的
保
存
に
つ
い
て
問
う

安
全
確
保
を
最
優
先
と
し
、

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

発災時の迅速な情報提供・
 安否確認は

防災関連情報システムの進化を目指す

榎本　義輝　議員（自民誠和会）

町長

質
問
　
発
災
時
に
は
迅
速

な
状
況
把
握
や
情
報
提

供
・
安
否
確
認
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　
陸
前
高
田
市
で
は
、
令

和
５
年
11
月
に
、
ク
ラ
ウ

ド
・
Ａ
Ｉ
技
術
と
電
話
を

組
み
合
わ
せ
た
自
動
音
声

一
斉
配
信
シ
ス
テ
ム
の
運

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
の
均
衡

が
図
れ
な
い
こ
と
や
、
既

存
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
が

困
難
な
場
合
も
多
い
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
他
市
の
動
向
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
瑞
穂
町
の

防
災
関
連
情
報
シ
ス
テ
ム

を
進
化
さ
せ
、
災
害
に
強

い
安
全
・
安
心
の
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
。

用
を
全
国
で
初
め
て
開
始

し
た
。
安
否
確
認
に
は
労

力
と
時
間
を
要
し
、
人
員

も
確
保
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
町
で
も
災
害
情
報

や
不
審
者
情
報
な
ど
の
行

政
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
配

信
や
防
災
行
政
無
線
で

行
っ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ウ

ド
・
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し

た
取
り
組
み
が
必
要
と
思

う
が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長  

大
き
な
災
害
が
あ

る
た
び
に
災
害
時
デ
ー
タ

収
集
の
手
法
は
デ
ジ
タ
ル

化
を
含
め
て
進
化
し
て
い

る
。
し
か
し
、
行
政
の
基

幹
情
報
標
準
化
で
も
問
題

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
シ

ス
テ
ム
変
更
と
運
用
に
経

費
が
か
か
り
過
ぎ
、
他
の

瑞穂町総合防災訓練

３月30日に行われた みずほ春まつり

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
道
の
安
全
対
策
を

町
長
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

安
全
対
策
に
必
要
な
措

置
を
進
め
て
い
く
。

ギカイのひろば Vol.24511



質
問
　
令
和
７
年
1
月
28

日
八
潮
市
で
突
然
道
路
が

陥
没
し
、
走
行
中
の
ト
ラ

ッ
ク
が
転
落
す
る
事
故
が

起
き
た
。
下
水
道
管
が
破

損
し
て
管
の
中
に
土
砂
が

流
れ
込
み
、
地
中
に
空
洞

が
で
き
た
と
み
ら
れ
る
。

国
内
の
下
水
道
管
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
道
路

の
陥
没
は
全
国
で
発
生
し

て
い
る
。
下
水
道
管
の
更

新
作
業
を
急
が
ね
ば
な
ら

ず
、
町
も
点
検
・
更
新
作

業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
。
併
せ
て
、
路
面
下
の

空
洞
を
発
見
す
る
た
め
、

高
解
像
度
セ
ン
サ
ー
を
搭

載
し
た
探
査
車
で
空
洞
調

査
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

町
長

事
故
直
後
、
都
と

町
が
実
施
し
た
調
査
で
は

路
面
と
下
水
道
管
に
異
常

は
な
か
っ
た
。
町
の
下
水

道
管
は
、
耐
用
年
数
の
50

年
を
迎
え
る
時
期
と
な
っ

て
い
る
。
町
で
策
定
し
た

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
方
針
に
基
づ
き
、
５

年
度
か
ら
管
路
調
査
を
開

始
し
て
い
る
。
高
解
像
度

セ
ン
サ
ー
搭
載
車
に
よ
る

空
洞
調
査
は
分
析
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
、
調
査
費

用
が
高
額
な
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
、
現
在
は
、
調
査

会
社
が
応
じ
切
れ
な
い
状

況
と
聞
い
て
い
る
。
町
と

し
て
は
、
路
面
の
破
損
や

異
常
箇
所
の
把
握
に
努
め

る
と
と
も
に
、
町
民
か
ら

の
通
報
な
ど
に
迅
速
に
対

応
し
て
い
く
。

下
水
道
管
の
点
検
・
更
新
と

路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
を

５
年
度
か
ら
管
路
調
査
を開始

し
て
い
る

小
川
　
龍
美
　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

松原中央公園を安全で
 安心な公園に

大坪　国広　議員（日本共産党） 質
問
　
瑞
穂
10
景
の
松
原

中
央
公
園
は
、
子
供
の
遊

具
や
健
康
器
具
が
設
置
さ

れ
、
多
く
の
町
民
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
町
民
の
健

康
維
持
と
体
力
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

問
①
　
公
園
内
の
外
周
に

雨
水
排
水
溝
を
設
置
し
、

ゴ
ム
チ
ッ
プ
舗
装
な
ど
の

人
に
優
し
い
弾
性
舗
装
を

施
工
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長
外
周
の
砂
利
道
は

雨
水
浸
透
処
理
を
し
て
い

る
。
日
々
の
点
検
を
実
施

し
、
危
険
箇
所
の
排
除
に

努
め
て
い
る
。
状
況
を
監

視
し
な
が
ら
、
再
整
備
が

必
要
か
判
断
し
た
い
。

問
②

　健
康
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
や
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
消
費

カ
ロ
リ
ー
を
表
示
し
た
掲

示
板
な
ど
を
設
置
す
べ
き

と
思
う
が
。

再整備が必要か判断したい

町
長
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
た
め

の
目
安
に
な
り
、
健
康
増

進
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

利
用
者
が
楽
し
め
る
よ
う
、

で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し

て
い
く
。

問
③

　駐
車
場
の
増
設
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
松
原
中
央
公
園
は
、

周
辺
住
民
が
利
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
近
隣
公

園
で
あ
る
。
利
用
者
が
多

い
こ
と
か
ら
、
以
前
に
も

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し

た
が
、
現
時
点
で
増
設
の

予
定
は
な
い
。

松原中央公園を安全で
 安心な公園に

大坪　国広　

マンホール内を確認している職員

松原中央公園

町長
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質
問
　
令
和
５
年
度
に
策

定
さ
れ
た
瑞
穂
町
の
教
育

に
関
す
る
大
綱
で
は
、
５

つ
の
施
策
項
目
の
１
つ

と
し
て
「
地
域
学
校
協
働

本
部
事
業
の
推
進
」
に
取

り
組
む
と
し
、
そ
の
１
つ

と
し
て
令
和
５
年
度
に
は
、

瑞
穂
中
学
校
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル

校
に
指
定
し
た
。
学
校
と

地
域
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
学
校
の
運
営
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
き
た
か
。

ま
た
、
全
校
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
導
入
を

早
急
に
実
現
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長

令
和
５
年
度
は

他
の
自
治
体
の
取
組
の
研

究
や
学
校
運
営
協
議
会
の

委
員
の
選
定
を
行
っ
た
。

６
年
度
は
７
回
の
学
校
運

営
協
議
会
を
開
催
。
教
職

員
と
委
員
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
通
し
て
交
流
し
、

校
長
の
運
営
方
針
を
共
有

し
た
。
７
年
度
は
委
員
に

よ
る
協
議
を
深
め
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
柱

と
な
る
活
動
を
考
え
、
実

践
さ
れ
る
と
考
え
る
。
８

年
度
以
降
、
各
学
校
の
状

況
に
応
じ
て
段
階
的
に
導

入
し
、
10
年
度
ま
で
に
全

校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
を
実
施
す
る
予
定
。

全
小
・
中
学
校
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を

10
年
度
ま
で
に
全
校
に
導
入
予
定

髙
橋
　
洋
子
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

教
育
長

杉浦町政2期目の取り組みと
 今後の課題について問う

森　　　亘　議員（自民誠和会） 質
問
　
杉
浦
町
政
と
な
っ

て
２
期
目
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
間
、
町

に
お
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
開
始
、

書
か
な
い
窓
口
の
推
進
、

学
校
給
食
費
無
償
化
な

ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
度
中
に
は
学
校

施
策
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
が
、
施
策
の
ベ
ー
ス

は
「
将
来
に
つ
な
が
る
基

礎
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
今
後
は
モ
ノ
レ
ー
ル

延
伸
を
、
人
の
生
活
や
地

域
経
済
に
効
果
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
、
公
共
投
資
と

民
間
投
資
な
ど
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

後
も
、
新
た
な
町
の
魅
力

を
創
生
す
る
と
と
も
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
な
町
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思

っ
て
い
る
。

体
育
館
の
冷
暖
房
化
、
多

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開

設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
の
町
村
会
長

と
し
て
知
事
に
提
言
し
、

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
箱

根
ケ
崎
方
面
延
伸
も
進
行

し
て
い
る
。
２
期
目
の

取
り
組
み
と
町
の
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
適
切
な
施
策
、

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、「
み
ず
ほ
ま
る
」

の
誕
生
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
。
教
育
で
は
自
閉

症
・
情
緒
障
が
い
固
定
学

級
の
設
置
な
ど
、
行
っ
た

次世代に引き継ぐことが私たちの使命

杉浦町政2期目の取り組みと
 今後の課題について問う

森　　　亘　

施政方針演説をする杉浦町長

瑞中の学びのテーマパーク（ゆる活）

町長
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質
問
　
２
０
２
５
年
１
月
、

町
で
策
定
す
る
４
件
の
計

画
素
案
に
対
し
、
町
民
か

ら
の
意
見
募
集
が
あ
っ
た
。

素
案
の
内
容
を
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
計
画
の
目
的
等

が
不
明
瞭
な
部
分
が
あ
り
、

意
見
の
提
出
が
難
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。
町
の
計
画

策
定
に
は
、
多
大
な
人
件

費
等
が
発
生
す
る
が
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
人
件
費
を

抑
え
、
町
民
に
と
っ
て
も
、

も
っ
と
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
計
画
に
な
る
と
考

え
る
。
今
後
、
計
画
策
定

の
た
め
に
Ａ
Ｉ
を
利
活
用

す
る
こ
と
は
ど
う
か
。
所

見
を
伺
う
。

町
長  

Ａ
Ｉ
の
危
険
性
や

安
全
性
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

に
関
し
、
ル
ー
ル
づ
く
り

が
必
要
と
議
論
さ
れ
て
い

る
段
階
に
あ
る
中
で
、
Ａ

Ｉ
が
示
す
全
て
が
正
し
い

も
の
と
判
断
で
き
る
の
か
、

最
終
的
に
人
が
判
断
に
関

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
現

在
、
職
員
が
直
接
活
用
で

き
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
ト
ラ
イ

ア
ル
も
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
町
が
策
定
す
る
各

種
計
画
を
、
責
任
を
持
っ

て
示
し
て
い
く
上
で
、
Ａ

Ｉ
の
活
用
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
も
、
町
民
に
と
っ

町
の
計
画
づ
く
り
な
ど
に
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）を

活
用
し
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
計
画
策
定
を

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
、

計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
く

井
上
　
一
也
　
議
員
（
も
っ
と
瑞
穂
に
笑
顔
）

軽トラックの災害時協力車両
 の登録を

大和　雅彦　議員（自民誠和会） 質
問
　
大
規
模
災
害
時
に
、

救
援
物
資
を
避
難
所
へ
届

け
た
り
、
復
興
期
に
が
れ

き
の
運
搬
を
す
る
た
め
に
、

神
奈
川
県
海
老
名
市
で
は

２
０
１
３
年
か
ら
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
所
有
者
に
協
力
を

募
り
、
災
害
時
協
力
車
両

の
登
録
を
開
始
し
た
。
大

規
模
災
害
で
は
倒
壊
し
た

家
屋
の
が
れ
き
で
道
幅
が

狭
ま
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
小
回
り
の
利
く

車
両
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

・
確
保
し
活
用
で
き
る
よ

う
し
て
お
く
こ
と
が
有
効

で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
町

で
も
取
り
入
れ
る
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

町
長  

防
災
協
力
制
度
の

一
環
と
し
て
、
町
民
が
防

災
活
動
に
協
力
し
、
地
域

生
活
の
早
期
復
旧
を
図
る

こ
と
は
有
効
な
手
段
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
発
災
当

初
は
危
険
な
状
態
に
あ
る

場
合
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
町

所
有
車
両

お
よ
び
協

定
締
結
企

業
の
協
力

を
得
て
、

避
難
物
資

の
搬
送
を

行
う
な
ど

の
救
援
活

動
を
想
定

し
て
い
る
。

復
旧
期
に

は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

自主防災組織などと連携し、研究を進める

み
ず
ほ
と
の
連
携
が
必
要

不
可
欠
と
な
る
。
社
会
福

祉
協
議
会
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
と
も
連
携
し
、
研

究
を
進
め
て
い
く
。

町
長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
に
世
界
陸
上

観
戦
の
機
会
を

教
育
長

都
の
体
験
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
可
能

な
範
囲
で
申
し
込
む
よ

う
学
校
に
促
し
て
い
く
。

※
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

は
、
世
界
陸
上
観
戦
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

町役場の軽トラック

生成AIを活用している職員

て
分
か
り
や
す
い
計
画
策

定
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

町長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
の
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
進
捗
状
況
は

町
長
役
場
庁
舎
や
図

書
館
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
完
了
。
そ
の
他

の
公
共
施
設
も
順
次
実

施
し
て
い
る
。
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質
問
　
超
少
子
高
齢
化
、

生
産
年
齢
人
口
減
少
等
に

よ
る
、
行
政
運
営
の
財
源

の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
。

課
題
解
決
の
た
め
の
一
つ

の
手
段
と
し
て
、
比
較
的

少
な
い
予
算
で
実
施
で
き

費
用
対
効
果
の
高
い
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
ナ
ッ
ジ
等

を
、
倫
理
的
な
諸
問
題

に
十
分
配
慮
を
し
、
ラ
ン

ダ
ム
化
比
較
試
験
等
を
用

い
た
効
果
検
証
評
価
を
行

い
、
実
績
と
し
て
蓄
え
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
の
関
連
を
考

慮
し
て
、
施
策
や
事
業
に

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
は
、

今
後
の
町
の
行
財
政
の
状

況
の
推
移
か
ら
必
要
と
考

え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長  

市
町
村
職
員
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
ナ
ッ
ジ
を
認
知
、

理
解
し
て
い
る
職
員
は
、

一
部
の
み
に
限
ら
れ
る
と

い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
商
業
施
設
に

お
い
て
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
、
消
費
意
欲

を
か
き
立
て
る
イ
メ
ー
ジ

が
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
な
じ

ま
な
い
と
す
る
考
え
に
職

員
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
ナ
ッ
ジ
に

対
す
る
認
知
、
理
解
度
を

高
め
る
た
め
、
市
町
村
職

員
研
修
所
で
、
引
き
続
き

ナ
ッ
ジ
の
理
論
研
修
を
提

案
し
、
ま
た
、
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
も
、

職
員
の
中
で
共
有
し
て
い

く
。

人
の
心
を
動
か
す
ナ
ッ
ジ
等

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

下
澤
　
章
夫
　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

循環型社会の推進について

香取　幸子　議員（自民誠和会） 質
問
　
循
環
型
社
会
と
は
、

資
源
の
有
効
利
用
と
廃
棄

物
の
削
減
を
目
指
し
、
持

続
可
能
な
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を

指
す
。
第
５
次
瑞
穂
町
長

期
総
合
計
画
の
基
本
目
標

５
施
策
分
野
４
環
境
に
や

さ
し
い
生
活
の
推
進
に
も

町
長  

７
年
度
よ
り
「
ご

み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
」

を
予
定
。
ま
た
、
廃
食
用

油
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

検
討
に
着
手
し
た
。
Ｃ
Ｏ

２
削
減
と
再
資
源
化
を
促

進
す
る
よ
う
、
広
域
的
視

点
も
あ
わ
せ
て
推
進
し
て

い
く
。

問
③

　町
民
の
意
識
向
上

の
た
め
の
啓
発
活
動
に
つ

い
て
、
所
見
を
伺
う
。

町
長  

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
、
分
別
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

ご
み
削
減
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
く
。

掲
げ
て
あ
り
、
将
来
に
向

け
全
町
で
意
識
し
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
と
考
え
る
。

問
①
　
現
在
の
循
環
型
社

会
推
進
の
具
体
的
事
業
と

そ
の
成
果
に
つ
い
て
。

町
長  

硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
分
別
収
集
、
樹
木
剪

定
枝
の
チ
ッ
プ
化
、
粗
大

ご
み
の
再
利
用
や
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な

ど
も
継
続
し
て
い
る
。
資

源
と
し
て
有
効
利
用
す
る

こ
と
で
、
減
量
化
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

問
②

　新
た
な
取
り
組
み

予
定
に
つ
い
て
。

7年度、ごみ分別アプリ導入を予定

EBPM…根拠や証拠に基づく政策立案

町
長

ナッジを活用した行動誘導

廃品回収（松原ひばり子供会）

認
知
、
理
解
度
を
高
め
て
い
く

町長
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【委員会での採決の結果】不採択→委員長が審査結果を本会議で報告

採決の結果、不採択すべきものと決まりました。

賛成討論 川島 靖弘 議員

反対討論 榎本 義輝 議員

最近の物価高騰は家計に大きく影響を与えており、低所得者への支援
は必要なことだと思う。しかし、事業者も販売価格を上げることが出来
ずに、原材料費や燃料費、人件費が上昇している中、厳しい経営環境で
ある。皆苦労している中、広く薄い支援を行う必要があるのではないか
と考える。

　町は国の臨時交付金を、低所得者や福祉・介護事業所などに対する補
助を重視するという考えの中にあっても、中小企業については融資の際
の利息の補助や、経営改善や業務変革に取り組む企業については支援を
行っており、賛同することは難しい。

本会議での 本会議での 賛成賛成・・反対反対 討論 討論

反対討論

賛成討論

7陳情第3号    原油・物価及びエネルギー価格等高騰に伴う中小企業支
援策の実施を求める陳情書

【陳情者】　東京土建一般労働組合西多摩支部　執行委員長　宮崎 透、常任執行委員 功
くぬ ぎ

刀 誠

総務産業建設委員会で審査
議員間討議での主な意見

【陳情の趣旨】 原油・物価およびエネルギー価格等高騰に伴う中小企業支援策を実施してほしい。

担当部署への主な質疑

Ｑ 国の物価高騰に対する臨時交付金
の活用方針および中小企業支援に対
する町の考え方は。

Ａ　主に、低所得者や保育園、障がい
者などの福祉事業所への物価高騰対
策として使用したい。町としては、
経営改善や業務変革などに取り組む
中小企業に対し支援していく。

Ｑ 近隣の状況は。
Ａ　日の出町を除く近隣の５市町では
実施する考えはないと聞いている。

陳 情

総務産業建設委員会で審査 全
会
全
会
全
会

一
致
一
致
一
致

経営改善、業務変革などを行う事業者に対しては
支援を行っている。

生活必需品、特に食品の値上がりが低所得者の生
活を直撃している。支援の重要度を考えると、町
の考え方は妥当ではないか。

円安などの影響もあり、燃料価格が高騰している。
その対策として補助金は必要と考えるが、町の財
源での実施は難しいのでは。
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【委員会での採決の結果】不採択→委員長が審査結果を本会議で報告

賛成討論 大坪 国広 議員

反対討論 小川 龍美 議員

　核抑止は、広島・長崎のような非人道的惨禍を引き起こすことをため
らわない議論であり、核兵器の非人道性を認めるなら核抑止から抜け出
すべきである。
　昨年12月、ノーベル平和賞は日本原水爆被害者団体協議会に授与さ
れた。被害者団体の皆さんが被害体験と核兵器の危険性を訴え続けた評
価である。
　憲法９条を持ち、原爆の恐ろしさを一番よく知る日本だから条約に署
名、批准すべきである。

　我が国が、唯一の被爆国として果たすべき役割は、溝が深まり対話も
できなくなった核保有国と非保有国との「橋渡し役」を務めることであ
る。その具体的行動として、毎回の核兵器禁止条約締約国会議へのオブ
ザーバー参加を求めていきたい。また、核兵器を「決して使用してはな
らない兵器」として明確に歯止めをかけるため「核の先制不使用」を訴
えていきたい。
＊その他、川島議員から賛成討論、森議員から反対討論がありました。

本会議での 本会議での 賛成賛成・・反対反対 討論 討論
賛成討論

反対討論

採決の結果、不採択すべきものと決まりました。

7陳情第４号    『核兵器禁止条約』への参加・調印・批准を日本政府に求める意
見書提出についての陳情

【陳情者】　みずほ９条の会　代表　棣
てい

棠
とう

 まゆみ

総務産業建設委員会で審査

【陳情の趣旨】　 戦争被爆国である日本は、核兵器禁止条約への参加・署名・批准を行っていない。
瑞穂町は日本政府に対して、一日も早く「核兵器禁止条約」への参加・批准を行う
よう求める意見書を提出してほしい。

総務産業建設委員会で審査 全
会

一
致
議員間討議での主な意見

核兵器禁止条約への批准を求めることは現段
階では難しく、現実的ではない。締約国会議
へのオブザーバー参加を政府に求めていくべ
きでは。

核兵器禁止条約の締結国になった場合に
義務が発生し、日本はアメリカの核の傘
の下にあるため、その義務を果たしてい
く立ち位置として難しい面があると思
う。

核保有国と非核保有国との橋渡しを日本が果
たすことが大事である。
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【陳情者】　新井 美智子

【陳情者】　伊藤 豪

総務産業建設委員会で審査

広報広聴委員会で審査

委員会での審査結果は不採択すべきものとなり、その後、本会議で不採択が議決されました。

委員会での審査結果は不採択すべきものとなり、その後、本会議で不採択が議決されました。

議会ホームページで議会だよりを
見ている職員

議員間討議での主な意見

議員間討議での主な意見

【陳情の趣旨】　 令和６年12月20日の横田基地への立ち入りなどの住民説明会を行うこと、その
立ち入りで終わりとせず、今後も発がん性のあるPFAS汚染の実態を明らかにす
るよう瑞穂町に求めてほしい。

担当部署への主な質疑

Ｑ 立ち入り検査を実施した団体はど
こか。

Ａ　防衛省、外務省、環境省、東京都
および周辺の５市１町である。

Ｑ 町として国にどのような対応を求
めているか。

Ａ　５市１町で具体的な再発防止策や
基地内に残存している水の処分時期
などについて、早急な情報提供を要
請している。今後も、東京都や周辺
自治体と連携して国に必要な対応を
要求していく。

7陳情第５号    発がん性のあるPFAS汚染の実態を明らかにすることを求める
陳情

7陳情第1号   議会の審議において、どの議員が、どの議案に「賛成」
「反対」「棄権」したか分かるような図を作り、自治体のホーム
ページで公開することに関する陳情

陳 情

表決の結果などは議会のホームページで見ることができる。

「ギカイのひろば」議会だよりでは賛否が分かれた議案や
陳情について各議員の表決の結果が紹介されている。

陳情者の願意はおおむね達成している。

土壌検査、過剰な水質検査の強化など不安を煽るべ
きではない。風評被害による野菜の販売や地価への
影響などが考えられる。

PFASの濃度については、各報道機関の発表したデー
タにばらつきがあるが都は安全であるとしている。

町は、国から説明を受けたことを町のホームページ
上で公開している。住民説明会を求めるのであれば
町ではなく国である。

国際がん研究機関では発がん性のあるものを評価、
公表しているが、そのデータによると人体にそれほ
ど影響はない。

総務産業建設委員会で審査 全
会
全
会
全
会
全
会

一
致
一
致
一
致
一
致
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　　　　12月11日、交通対策特別委員会では多摩都市モノレール、JR八高線に関する要望内
容について協議しました。その後、町と町議会合同で要望活動を行いました。

【都知事への主な要望内容（1月22日提出）】
多摩都市モノレールについて
箱根ケ崎方面延伸の早期実現

【JR東日本八王子支社長などへの主な要望内容（2月7日提出）】
JR八高線について
①朝夕のラッシュ時および24時台において、より一層の利便性向上
②東京方面直通電車の再開
③拝島駅での乗り継ぎ時間の見直し
④駅員の無人時間帯の見直し
⑤新駅の設置（栗原地区・むさし野地区）
⑥複線化計画の早期実現
⑦地方交通線から幹線への昇格（運賃格差の是正）
⑧ホームドアまたは可動式ホーム柵を整備

交通対策特別委員会東京都とJRへ要望書を提出
要望
活動

左から 杉浦町長、香取委員長、
氏森八王子支社長、山㟢議長

都議会議員同席のもと行わ
れた要望活動（都庁）

賛否の分かれた陳情 ○…賛成　×…反対　※議長は採決には加わりません。

件　名 付託先
自民 公明 共産 笑顔 維新 立憲

結果
森 榎本 古宮 下澤 香取 大和 髙橋 小川 下野 原 大坪 井上 奥泉 川島

７陳情第１号
議会の審議において、
どの議員が、どの議案
に「賛成」「反対」「棄権」
したかが分かるような
図をつくり、自治体の
ホームページで公開す
ることに関する陳情

広報
広聴

委員会
× × × × × × × × × × × × × 〇 不採択

７陳情第３号
原油・物価及びエネル
ギー価格等高騰に伴う
中小企業支援策の実施
を求める陳情書

総務
産業
建設

委員会
× × × × × × × × × × ○ × × 〇 不採択

７陳情第４号
『核兵器禁止条約』へ
の参加・調印・批准を
日本政府に求める意見
書提出についての陳情

総務
産業
建設

委員会
× × × × × × × × × × 〇 × × 〇 不採択

７陳情第５号
発がん性のある PFAS
汚染の実態を明らかに
することを求める陳情

総務
産業
建設

委員会
× × × × × × × × × × 〇 × × × 不採択

自民：自民誠和会　公明：公明党　共産：日本共産党　笑顔：もっと瑞穂に笑顔　維新：日本維新の会　立憲：立憲民主党

その他の陳情
番号 件名 付託先 結果

６陳情第９号 臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植
等を防止するための法整備等を求める意見書提出の陳情 厚生文教委員会 継続審査
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輝 〜people of mizuho〜
  かがやき

　現メンバーでの編集作業が最後の「ギカイのひろば」となりま
した。この2年間、読みやすく手に取っていただける紙面づくり
を目指してきました。文字を少なく写
真を多く活用したページもできました
が、私たちが目指す理想形は次のメン
バーに託します。より良い「ギカイのひ
ろば」にしていくために、皆さまのご意
見ご感想をお寄せください。

文：小川　龍美
広報広聴委員会 広報部会員
小川　龍美　大坪　国広
原　　隆夫　香取　幸子
大和　雅彦　髙橋　洋子
川島　靖弘

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292 東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433

 gikai@town.mizuho.tokyo.jp
瑞穂町議会

　全国高校サッカー選手権大会の決勝戦は同点でPK戦に。約58,000
人の観衆が静まり返った国立競技場。ＰＫを外して落ち込む後輩に
「大丈夫だ。俺が止めてやる」と駆け寄った前橋育英高校のゴール
キーパー藤原さん。最後は見事に相手のシュートをはじき返し、全国
制覇を成し遂げました。そして、日本
高校選抜のメンバーとして欧州遠征に

向けて練習しています。4歳からサッカーを始め、瑞
穂第五小学校、瑞穂中学校で過ごしました。サッカー
の強豪大学への進学も決まり、「夢はプロ選手」と話
してくれた藤原さん。爽やかな笑顔の先に輝く未来を
見つめています。（取材日：2月16日）
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「大丈夫だ。俺が止めてやる」有言実行で「大丈夫だ。俺が止めてやる」有言実行で
全国制覇！全国制覇！

6月

■ 本会議、委員会の開始時刻は午前９時30分からです。なお、広報広聴委員会の開始時刻は午後1時30分からになります。
上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会になる場合もございます。傍聴に来られる際は、お電話また
は、ホームページで日程をご確認のうえご来庁ください。

お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）

日 月 火 水 木 金 土
18 19 20 21 22 23 24

請願、陳情の
受付締め切り日

25 26 27 28 29 30 31

議会運営委員会

1 2 3 4 5 6 7
本会議

（一般質問）
8 9 10 11 12 13 14

本会議
（一般質問・議案審議）

本会議
（一般質問・議案審議）

総務産業建設委員会
広報広聴委員会 厚生文教委員会

15 16 17 18 19 20 21

議会運営委員会 本会議
（議案審議）

次回 6月定例会（予定） 6月 6日～19日

5月

  かがやき  かがやき  かがやき

6月

藤原 優希 さん（殿ケ谷在住）

編 集 後 記

広報部会の様子


